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安全に正しくお使いいただくために 

 

警 告 
 

指定以外の電圧では使用しない  
  表示された電源電圧（ＡＣ１００Ｖ）以外の電圧で使用すると、火災・感電の原因となります。  

 

付属以外のＡＣアダプターは使用しない 
 付属以外のＡＣアダプターを使用すると、火災・故障・事故の原因となります。 

 

ＡＣアダプターの電源コードの取り扱いについて 
コードを傷つけたり、無理に曲げたり、ねじったり、加工したりしない。また、重い物を乗せたり、 

加熱したり、引っぱったりしない。火災の原因となります。 
 

タコ足配線はしない 
発熱により、火災の原因となります。 

 

電源コードの異常を発見したら 
コードが傷ついたときは（芯線の露出、断線など）、直ちに使用を中止し、弊社にご連絡ください。 

そのまま使用すると、火災・感電の原因となります。 

 
ＡＣアダプターの取り扱いについて 

ＡＣアダプターを抜くときは、コードを引っぱらない。コードが傷つき、火災・事故の原因と 

なります。 

 

ぬれた手でＡＣアダプターや電源コードのプラグを抜き差ししない。感電の原因となることがあります。 

 

コードを熱器具に近づけないでください。コードの被覆がとけて、火災・感電の原因となります。 

 

雷がなりだしたら 
安全のため、早めにＡＣアダプターをコンセントから抜いておいてください。雷によっては、火災・ 

感電・故障の原因となります。 
 

内部に物や水などを入れない 
アナライザーの開口部から内部に金属類や燃えやすい物などを差し込んだり、落とし込んだりしない。 

火災・感電の原因となります。万一、水や異物が入った場合は、直ちにＡＣアダプターを抜き、弊社に 

ご連絡ください。そのまま使用すると、火災・感電の原因となります。 

 

不正な改造をしない 
  火災・故障・感電の原因となります。（分解や改造は法律により禁止されています） 

 

異常が起きたら 
  万一、異常な音がしたり、煙が出たり、へんな臭いがするなどの異常な状態に気がついたときは、 

ＡＣアダプターをコンセントから抜いてください。異常な状態のまま使用すると、火災・ 

感電の原因となります。直ちに弊社にご連絡ください。 
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１．準備 
 

 開梱して接続作業に入る前に 下記の物品が同梱されているかご確認ください。 

 不足品が有りましたら 速やかに弊社までご連絡くださいますようにお願い申し上げます。 

 

 ＡｒｃＳｃａｎ本体 

 ＣＤ－ＲＯＭ 

 ９ピン ＤＳＵＢコネクター 

 ＵＳＢケーブル 

 6 極 4 芯モジュラー分岐コネクター 

 インストール マニュアル  

 製品保証書 

 納品書 

 受領書 

 送り状 

 

 保証書は、記載内容をご確認ください。 

 受領書は、ご担当者様サインの上 郵送 または、受領確認メールをご返送ください。 
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２．接続 

 

 本機とＰＣは、計測器の仕様上 ネットワークからキャプチャーしながら高速・大量のデータ転送を行います。 

 接続されるＰＣは、Windows 10  32bit 版  64bit 版 Windows 11  64bit 版の充分信頼できる機器をお使いください。 

 

また、ＰＣの設定によって、再起動、スリープ機能が働き、弊社製品の自動保存機能が中断されるとデータ欠損、場

合によっては計測システムがダウンすることがあります。ＰＣが自動的に再起動されるソフトウェア、電源オプショ

ンのスリープ機能の設定は、事前に設定変更等を行い自動保存の機能を損なわないように設定してください。また本

機の機能が損なわれるような重いアプリケーションソフトとの併用は、避けることをお勧めします。 

 

 ２－１．弊社製品の代表的な接続方法と電源投入について示します。 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

２－２．同軸ケーブルご使用の場合 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

   
 ２－３．ツイストペアケーブルご使用の場合 * 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*注意 RS-485 を用いる場合は、地電位差にご注意ください。本機が誤作動したり、ネットワークシステ

ムが不安定になる場合があります。そのような場合は、ネットワークシステムのシグナルグランドと本機

の外部入出力コネクター9 ピンのシグナルグランドを接続してご使用ください。   

本体とは、USB 2.0 480Mbps で接続されます。

接続ケーブルは添付されるケーブルをご使用

ください。 

 

ネットワークとは、同軸ケーブル 

または ツイストペア線で接続さ

れます。終端の問題も含めて接

続される位置にご注意ください。 

PC は、Windows 10 32bit 版 64bit 版

Windows 11 64bit 版をご使用ください。

また他のアプリケーションとの併用は、避

けることをお勧めします。 

ネットワークの中間から接続する場合 

同軸ケーブルを同軸Ｔ分岐コネクター

に接続して次のノードへ接続する。 

ネットワークの端から接続する場合 同軸

ケーブルを同軸Ｔ分岐コネクターに接続し

て片端は終端抵抗を接続する。 

ネットワークの中間から接続する場合 ツイストペア

ケーブルをモジュラー分岐コネクターに接続して次

のノードへ接続する。 

ネットワークの端から接続する場合 ツイストペア

ケーブルをモジュラー分岐コネクターに接続して

片端は終端抵抗を接続する。 

終端はケーブルに合った抵抗値で

終端してください。 

 

終端はケーブルに合った抵

抗値で終端してください。 

 

アナライザ本体は、PC から事前に設定

情報を受け取る必要があるため、PC 起

動より前に電源を投入してください。 
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３．本体の名称 
 

 ３－１．本体各部の名称 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３－２．計測画面各部の主な名称 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  注意 ××ボタンと表記されている名称は、クリックすると機能が変化します。 

 
 

 

ビジーランプ USB 転送中に点灯 エラーランプ 受信エラーで点灯 

パワーランプ 電源 ON で点灯 データランプ データ受信で点灯 COAX 回線入力 同軸ケーブル入力  

RJ11 回線入力 ツイストペア線入力 

+5V 入力 添付の AC アダプターを使用 

外部入出力コネクタ 外部トリガ等の入力 

USB コネクタ ホスト PC の USB 2.0 に接続 

ログデータ 

表示ボタン 

計測開始ボタン 

メニューボタン ラインボタン 

ログ情報表示 

ボタン 

グラフボタン ノードマップボタン 波形表示ボタン 

翻訳データ表示領域 

通信回線信号表示領域 

オシロスコープ起動ボタン 

設定ボタン 計測情報表示ボタン 

イベントリスト表示

ビットレート表示 

ボーレート表示 
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３－３．解析画面各部の名称 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ３－４．設定画面各部の名称とデフォルト値 

  

   

  

 

 

   

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

インストール時にデフォルトとして自動検出

に設定されています。お客様が任意のボーレ

ートに変更することが可能です。自動検出を

推奨します。 

インストール時にデフォルト値としてITTを

保存するに設定されています。お客様が

チェックマークをオンにする事によって

ITT は、保存されません。その場合は、長

時間のデータキャプチャが可能になりま

す。ただし 解析の一部に制限を受ける

事があります。 

 

インストール時にデフォルトとして ET2=1,ET1=1 に

設定されています。お客様の仕様に応じて ARCNET

コントローラーのコンフィグレーションレジスタの

Extended Timeout と同じ値に設定してください。 

インストール時にデフォルトのデイレクトリー

が設定されています。お客様が任意に変

更することが可能です。 

 

インストール時にデフォルト値が設定

されていますがお客様が任意の値に

変更することが可能です。10 から最

大 1000 まで設定可能です。空き容

量にご注意ください。 

デフォルト値から計算されて空き

容量が表示されています。 

 

インストール時にデフォルト値としてなし

に設定されています。お客様のシステム

の不具合解析に合った条件に変更して

ご使用ください。 

 

フィルター条件窓 メニューボタン 

イベント位置ジャンプボタン 

イベント波形表示ボタン 

検索リスト表示 CP/レングス選択ボタン 

ブックマーク表示 

検索条件窓 
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４．設定する 
  

 計測を始める前に本機を設定します。 

 設定しなかった場合 本機は、工場出荷時のデフォルト値で設定されます。 

 初期設定を変更される場合 計測画面、解析画面下部の設定ボタンをクリックすると下記の画面が表示されます。 

 お客様のシステムに応じた設定をしてください。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４－１．ボーレート 

 

  インストール時にデフォルトとして自動検出に設定されています。 

  お客様が任意のボーレート変更することが可能です。自動検出を推奨します。 

 

 ４－２．Extended Timeout 

 

インストール時にデフォルトとして ET2=1、ET1=1 に設定されています。 

お客様のシステムの仕様に応じて ARCNET コントローラーのコンフィグレーションレジスタの 

Extended Timeout と同じ値に設定してください。 

 

 ４－３．フィルタ 

 

  インストール時にデフォルト値として ITT を保存するに設定されています。 

  お客様がチェックマークをオンにする事によって ITT は保存されません。その場合は、長時間のデータ 

  キャプチャが可能になります。ただし 解析の一部に制限を受ける事があります。 

 

 ４－４．ログ保存先 

 

  インストール時にマイドキュメントの中にＬＯＧの名称でフォルダーが作成されます。 

  お客様が任意に変更することが可能です。 

 

 ４－５．最大ログファイル数 

 

  インストール時にデフォルト値=100 が設定されています。 

  ハードディスクの容量を 3.2GByte 必要とします。ディスク容量インジケータでご確認ください。 

  お客様が任意の値に変更することが可能ですが空き容量にご注意ください。 

 

1 ファイル/32MByte の容量を必要とするため例として最低の 10 ファイルを設定した場合は、10 ファイル

×32MByte で 320MByte のハードディスク容量を必要とします。 

また例として最大の 1000 ファイルを設定した場合は、1000 ファイル×32MByte で 32000MByte=32Gbyte の

ハードディスク容量を必要とします。 

 

   

 

 

 

 

 

ボーレート 

フィルタ 

ログ保存先 

最大ログファイル数 

計測終了条件 

ディスク容量インジケータ表示 

Extended Timeout 
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トークンと保存容量の関係 

 

 参考までに弊社試験環境で実測した最大容量を設定した場合の保存可能時間を示します。 

試験条件としてフィルタ=[ITT]を保存する。ボーレート=10Mbps  ノード数=5 台 パケット送出間隔

=100ms パケット長=ランダム 最大ログファイル数=1000 とした場合 1 ファイル作成時間=16 秒です。 

 

それを 1000 ファイルとして設定すると 16 秒×1000 ファイル=16000 秒間の保存時間となります。 

16000 秒間を 3600 秒で割ると時間換算で約 4 時間 26 分保存が可能です。これを超える時間は、古い 

ファイルから上書きされて常に最新のデータとして保存されています。 

 これは、この時間以内ならば物理層を含んだ解析が遡って可能である事を示しています。 

 

保存可能時間は、ボーレートとパケットトラフィック量によって変化します。 

下記に大凡の保存可能時間を示します。 

 

① 10Mbps= 約 4 時間 26 分保存が可能です。 

② 5.0Mbps= 約 8 時間 52 分保存が可能です。 

③ 2.5Mbps= 約 17 時間 44 分保存が可能です。 

④ 1.25Mbps= 約 35 時間 28 分保存が可能です。 

⑤ 625Kbps=    約 70 時間 56 分保存が可能です。 

⑥ 312.5Kbps=  約 141 時間 52 分保存が可能です。 

⑦ 156.25Kbps= 約 283 時間 44 分保存が可能です。 

 

応用例として、アークネットプロトコルデータはトークントラフィックが大部分を占めています。 

物理層が安定してトークンを含まないパケットレベル中心の長時間監視を望まれる場合、ITT を保存 

しないモードを選択すると驚く程の長時間のログが可能となります。 

但し、注意点として ITT 情報が無いため物理層レベルの解析は制限されます。 

デフォルトではトークン取り込みモードになります。 

  

  

 

 ４－６．計測終了条件 

 

  本機は、計測開始後 以下の４種類の方法で計測を終了する方法があります。 

 

  ① 計測終了条件無しモード 計測終了ボタンで停止します。 

 ② 設定したファイル数に達した場合 計測停止します。 

  ③ トリガ条件成立によって計測停止します。 

  ④ バースト発生、再構築発生、エラーフレーム、ＣＲＣエラー発生で計測停止します。 

 
 ４－７．ディスク容量インジケータ表示 

 

  デフォルト値から計算された空き容量の目安として表示されています。 
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５．計測モード 

 
 ５－１．計測する  

   

計測開始ボタンをクリックすると計測開始します。キャプチャされたデータは、設定されたハードディ

スクのディレクトリ領域にシステムで自動的にファイル名を生成して保存されます。下記にタイトルが

計測モードになった表示例を示します。（）に示された機能を番号順に説明します。 

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

  

 

 

 

 

  (1)ログデータリスト 

 

    ハードディスクに自動保存されるログデータのファイル名とステータスを表示しています。 

    ファイル名は、時間情報を基に生成順にシーケンス番号が割り振られてそのファイルのステータスは

    ログ情報を基に作成されます。ログデータは、設定した最大ログファイル数を超えた場合は、古いフ

    ァイルから順に上書きされます。このログデータをクリックすると解析モードが開きます。 

    下記の図中で用いられている用語の意味は、 ５．計測  (3)ログ情報をご覧ください。 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)翻訳表示 (1)ログデータリスト (3)ログ情報 

(4)ノードマップ (5)ビットレート (7)イベントリスト 

(6)通信回線信号 

ログデータのファイル名

です。 

 

バーストが何回発生し

たか表示 

FBE-ACK メッセージ回

数表示 

FBE に対して無応答が

何回発生したか表示 

未定義メセージが何回発

生したか表示 

トークンタイムアウトが

何回発生したか表示 

CRC エラーが何回発生

したか表示 

PAC-ACK メッセージ

回数表示 

FBE-NAK メッセージ回

数表示 

このファイル生成の開始から終

了までの時間を表示 

(8)繰り返し 

(9)ログデータリスト表示制御 

(10)計測情報制御 

(14)メニュー (11)ユーティリティ表示 

(12)オシロスコープ 
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また ログデータの、警告・異常等を含んだファイルは、背景色が色分けされて識別しやすくなって 

います。中に示される数値は、各々の状態のファイル生成数を示しています。 

                     これをクリックするとログリストはフィルタ処理されて選択されて表示されます。       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (2)翻訳表示 

 

ユーティリティ表示で選択されるライン表示でキャプチャしたデータを翻訳して表示します。 

それぞれの翻訳データには付加情報と制御情報があります。○に示された機能を番号順に説明しま

す。 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

     ①通信エラー発生、検索時にブックマーク表示 

      表示範囲内に通信エラー、検索一致が検出された場合 ブックマークを表示します。 

  

     ②メッセージ翻訳表示 

      メッセージを翻訳表示します。アークネットで規定されているメッセージを示します。 

 

     ＩＴＴ＝０４Ｈ トークン 

     ＦＢＥ＝８５Ｈ フリーバッファ問い合わせ 

     ＡＣＫ＝８６Ｈ 肯定応答 

     ＮＡＫ＝１５Ｈ 否定応答 

     ＰＡＣ＝０１Ｈ データパケット 

 

     上記に無いメッセージを受信した場合 アナライザーは、未定義と表示します。 

     また バースト受信した場合は、バーストと表示します。 

①通信エラー、検索時に一致があればブック

マーク表示 

すべてのログを表示 

正常なログの表示 

警告を含むログ表示 

異常を含むログ表示 

検索一致を含む表示 

⑪通信エラー、検索一致があ

ればブックマーク表示 

⑧タイムスタンプ選択 

②メッセージ翻訳表示 

③ＩＤ値表示 

④パケットレングス表示 

⑤パケット電文表示 

⑥ASCII 表示 

⑦ACK/NAK 表示 ⑨繰り返し表示 

⑩行番号表示 
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        ③ＩＤ値表示 

 各々のメッセージのＩＤ値を表示します。バイナリ００ＨからＦＦＨまで 

 

 

     ④パケットレングス値表示 

      パケットレングス表示形式の選択をします。アークネット準拠形式 または１０進数表示です。 

 

 

     ⑤パケット電文表示 

  パケット電文の内容をバイナリ１６進２桁で表示します。 

 

 

     ⑥ＡＳＣＩＩ表示 

 パケット電文の内容をＡＳＣＩＩキャラクタで表示します。 

 

 

     ⑦ＡＣＫ／ＮＡＫ表示 

ＦＢＥ、ＰＡＣに対する応答メッセージを表示します。 

注意点としてＰＡＣに対してＮＡＫ応答はプロトコル上ありません。 

 

 

     ⑧タイムスタンプ選択 

      メッセージ受信時の時間情報を表示します。通常表示、インターバル表示、相対表示、実時間 

      表示とありますが計測時は、相対表示は使用できません。 

 

      ◆通常表示の値は、この形式で保存されていてカウンター値をそのまま表示しています。 

 

      ◆インターバル表示は、通常表示の値を演算してメッセージ間の差として表示します。各々の 

メッセージ処理時間測定に最適です。 

 

      ◆実時間表示は、カレンダーと連動していますのでシステム監視に最適です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

     ⑨繰り返し表示 

      ＩＴＴ、ＮＡＫの連続を省略して翻訳表示を見易くするため回数を表示します。  

 

 

     ⑩行番号表示 

      メッセージ毎に行番号を表示します。 

 

 

     ⑪通信エラーを示すブックマーク表示 

 ファイル内に異常(バースト発生、再構築発生、CRC 異常等)発生時ブックマークを表示します。   
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  (3)ログ情報 

 

    キャプチャしたデータは、バッファメモリ内でログ情報としてファイル化されログデータとして保存

    されます。ログ情報に示される各々の情報を説明します。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

＊１ 他に重いアプリケーションは動いていませんか？  

＊２ 計測開始からの累積時間を日時分秒として表示します 

＊３ 計測開始からのファイル生成数を表示します。設定を超えたファイルは上書きされます。 

＊４ このログ情報生成時に検出したバーストの数を表示します。 

＊５ このログ情報生成時に検出した正常なパケット送信許可数を表示します。 

＊６ このログ情報生成時に検出した存在しないノードに送信しようとした回数を表示します。 

＊７ このログ情報生成時に検出した未定義のメッセージの数を表示します。 

＊８ このログ情報生成時に検出した再構築が何回発生したか数を示します。 

＊９ このログ情報生成時に検出したノードビジー中の数を表示します。 

＊１０ このログ情報生成時に検出した正常なパケット送信数を表示します。 

＊１１ このログ情報生成時に検出したＣＲＣエラー数を表示します。 

 

(4)ノードマップ 

 

  ネットワークに参加しているノードをマップ形式でリアルタイムに表示します。 

  マトリックス形式とバー形式で表示します。画面の表示状況に応じてマトリックス表示とバー表示を

   切り替えて表示が可能です。 

 

   参加しているノードは、青文字で表示され離脱したノードは、赤文字として履歴が残ります。 

   またネットワークの再構築が発生した場合は、全ノードが赤く変化します。 

 

   バー表示形式の場合、離脱したノードの履歴は残りません。 

   

        

    マトリックス表示形式  

 

  

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

     

          正常           離脱ノード有り           再構築中 

     

バーストが何回発生し

たか表示 ＊４ 

FBE-ACK メッセージ回

数表示 ＊５ 

FBE に対して無応答が何

回発生したか表示 ＊６ 
未定義メセージが何回発

生したか表示 ＊７ 

トークンタイムアウトが

何回発生したか表示 

＊８ 

CRC エラーが何回発生

したか表示 ＊１１ 

PAC-ACK メッセージ

回数表示 ＊１０ 

FBE-NAK メッセージ回

数表示 ＊９ 

青色のバーが伸びてきた場合 

ＰＣの処理能力の不足を示して

います。 ＊１ 

計測開始からのファイ

ル生成数を表示 ＊３ 

計測開始からの経過時間

を表示しています ＊２ 
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バー表示形式 

 

 

 

   

                          正常 

 

 

 

 

 

          再構築中 

 

(5)ビットレート 

 

直近の詳細パケットデータ量と計測開始から現在までのパケットデータ量をグラフで表示します。 

またパケットデータ量の最大値、平均値、最小値、現在値そして回線利用率を表示します。 

   

回線利用率とは、全メッセージに対するパケットデータの占有率を示しています。アークネットは 

自立的にリンク確立を維持するためトークンを循環させています。そのためネットワーク利用率の 

評価として単位時間当たりの回線利用率をキャプチャデータから演算によって表しています。 

ネットワークの評価としてご利用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (6)通信回線信号 

     

           通信回線の信号レベルをオシロスコープで常時モニターしています。下記の波形は、１０Ｍｂｐｓの 

 伝送レートでＩＴＴ＝０２の波形を示しています。詳しくはオシロスコープの説明をご覧ください。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

直近のパケット量表示 

計測開始からのパケット量表示 

波形の＋側最大電圧値 

波形の－側最大電圧値 

 

オシロスコープを起動し

ます。 

ボーレート表示 

 

１目盛の時間幅表示 

 

パケット量の概要を数値で示します 

ＩＴＴ＝０４の波形 ＮＩＤ＝０２の波形 ＮＩＤ＝０２の波形 

アナログ波形設定をクリックすると

オシロスコープの設定ダイアログが

表示されます 

回線利用率を表示しています 
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  (7)イベントリスト 

 

      計測中にシステムからの警告、異常を検出したらイベントリストにイベント番号、イベント内容、 

      発生日時、イベント発生時の波形を表示します。オペレータがイベントリストをクリックすると 

      イベント発生時のファイルを開いて表示します。また波形ファイルが存在する場合カメラマークの 

      波形ファイルをクリックするとオシロスコープ画面を開いて波形表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

イベントリストの最大値は、１０００個が上限です。これを超えるイベントは、古い順にファイルか    

ら削除されます。 

     

 

  (8)繰り返し 

    

     アークネットは、トークンメッセージを常時周回させてリンク確立しています。 

    パケットレベルで見ると不必要なＩＴＴがほとんどを占めています。従って本機では、パケット転送

    レベルの観測時は、実際にＩＴＴが連続している場合はＩＴＴを繰り返した数を表示してパケット転

    送のシーケンスを見易くしています。また NAK についても同様に繰り返した数を表示しています。 

    全表示か繰り返し表示の選択は下向きの矢印をクリックする事によって制御します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イベントに関連する波形情報が有る場合 このアイコンを表

示 このアイコンをクリックするとイベント発生時に自動的に保

存された波形がオシロスコープに表示されます。 

ただし 短期間に連続して波形保存を行うイベント発生は、

他のイベントに比べてＵＳＢ転送・ＨＤＤ保存処理に多少時

間を要するため波形情報をとりこぼす可能性があります。 

この場合は、出来るだけイベントリストの若い番号の波形情

報を参照してください。 

イベントの内容と発生時間を表示 この行をクリックすると解析

画面が開いて解析可能になります。 

ITT,NAK の省略表示によって計測

中のデータ表示が見易くなる 

ITT と NAK は、このように数だけ

表示される形式 

現在 接続されているメディアトランシーバ

ーを表示しています。 

自動調整ボタンでオフセットを調整しま

す。歪等が大きい場合 任意の数値を

設定して調整してください。 

波形歪が大きくて波形がはみ出ている

場合 任意に設定出来ます。 

物理的な０Ｖの位置を任意に設定出来

ます。 
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  (9)ログデータリスト表示制御 

 

ログデータリストを非表示にして他のデータを見易くします。特に表示画面の小さいノートＰＣで有

効です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

  (10)計測情報表示制御 

 

計測情報を非表示にして翻訳表示を大きく表示します。特に表示画面の小さいノートＰＣで有効で

す。 
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(11)ユーティリティ表示  

 

    本機には、計測時のみ表示されるユーティリティ表示があります。 

    基本的にユーティリティ表示は、本機の主機能のプロトコル翻訳表示を行うライン表示、計測中にア

    イコンをクリックする事によってライン表示、マップ表示、グラフ表示、波形表示を選択して表示す

    る事が可能です。これらの機能は、計測中ネットワークの状態をリアルタイムに把握するのに極めて

    有効です。 

 

    また他の機能を非表示にしてユーテリリティ表示のみ画面全体を使用する事が可能です。 

 

    ①ライン表示 

 

     キャプチャしたデータをアークネットプロトコルに基づいて翻訳表示します。 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ②マップ表示 

     

     ノードマップ表示は、物理層レベルのリンク状態を表示していますがマップ表示は論理層レベルの

     リンク状態を示し どのノードからどのノードへパケットを送っているのか視覚的に捉えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マップ表示 

ライン表示 
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 ③グラフ表示 

 

      グラフ表示は、個々のノードのパケットトラフィック量をグラフで表示します。 

パケットデータトラフィックのトレンドを視覚的に捉える事が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ④波形表示 

 

波形表示は、個々の送出するノードのトークン波形を表示します。一度に多くのノード固有の 

トークン波形が確認できますのでノード固有の物理層レベルの不具合の解析が非常に容易です。 

ただしアナライザー設置の位置関係に於いて振幅等については若干の誤差となる場合が有ります。 

特定ノードの電源環境不具合、メディア・トランシーバーの物理的不具合、伝送線路ケーブルの 

ショート・断線等の不具合、伝送線路終端抵抗の不整合による信号の品質劣化、信号のレベル 

低下、伝送線路のケーブル材の不適合による反射・歪等を解析する事が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

グラフ表示 

波形表示 
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(12)オシロスコープ 

 

     オシロスコープを、計測時に使用した場合の表示例を示します。 

    伝送線路波形の振幅電圧の測定、波形歪の観測、ノイズ等の観測、周期・周波数の観測がプローブ等

    の接続操作を行うこと無くワンタッチで簡単に行えます。 

 

    各々の伝送線路インピーダンスに合った終端抵抗を使用していない場合は誤差が発生します。 

     

    詳細は、後述のオシロスコープの使い方をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (13)メニュー表示 
 

        このメニューは、計測に関係するメニューを説明しています。解析に関係するメニューは次の解析 

        で説明します。 

 

 

    ファイル（Ｆ） 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

計測中にリアルタイム解析を行います。 

   計測中にリアルタイム解析を行いたい場合クリックします。ログデータのクリックでも 

リアルタイム解析を実行出来ます。 

後述する５－２．リアルタイム解析する を参照してください。 

 

ファイルを開きます。 

          ファイル操作を行う場合 ファイルを開きます。 

 

システム終了します。 

         計測を終了して＜ Ｗｉｎｄｏｗｓ＞に戻ります。 

①計測中にリアルタイム解析を行います。 

②ファイルを開きます 

③システム終了します 
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     計測(A) 

 

 

 

 

  

 

 

    

計測開始します。 

計測開始をクリックすると計測を開始して計測画面を表示します。 

 

計測停止します。 

計測停止をクリックすると計測を停止して解析画面を表示します。 

 

 

表示(D) 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ログデータリストを表示します。 

ログデータリストの表示・非表示を選択します。 

  

メインビューを開きます。 

パケットデータ解析に用いられるサブコマンドです。タイムスタンプ表示は局面に 

合ったタイムスタンプの表示形式を設定します。 

             

 

 

 

 

 

 

 

 
  

   

 

レングス表示 

         パケットデータのレングス／カウントの表示形式を選択します。   

       

   

PAC データスクロール表示 

      パケットデータを横スクロールして表示します。  

②計測停止します 

①ログデータリストを表示します 

②メインビューを開きます 

③パケット転送ランキングを表示します 

⑤設定を表示します 

⑥計測情報を表示します 

⑦イベントリストを表示します 

⑧選択された情報を全画面表示します 

⑨ノードマップを表示します 

④ノードマップ表示形式を選択して表示します 

①計測開始します 

①レングス表示 

②PAC データスクロール表示 

③タイムスタンプ表示 
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      ③タイムスタンプ表示 

      時間情報を表示します。通常表示、インターバル表示、実時間表示があります。 

      

        ◆通常表示は、カウンター値をそのまま表示しています。 

        ◆インターバル表示は、直前のメッセージ間の差として表示します。  

        ◆実時間表示は、カレンダーと連動していますのでシステム監視等に最適です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

  

 *実時間表示で長時間計測を行った場合、システム上実時間表示に誤差が出る可能性が有ります。 

 

 

 

 

 ウィンドウ(Ｗ) 

 

    画面をデフォルトサイズに戻します。 

 

 

 ヘルプ(H) 

 

 

 

 

 

 

 

   ①ヘルプを表示します。 

   本書 取扱説明書が表示されます。 

 

   ②バージョン情報を表示します。 

    本機のバージョン情報の表示と弊社のホームページのリンク情報が表示されます。 

①ヘルプを表示します 

②バージョン情報を表示します 
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５－２．リアルタイム解析する  

   

  本機は、ネットワーク監視中に不具合が発生した場合、計測を止める事無くデータ解析が可能です。 

リアルタイム解析は、後述する解析モードの機能をすべて使う事が可能ですが、その場合の条件として 

大量のリソースを必要としますので高性能で搭載メモリが充分なＰＣをご用意ください。 

汎用ＰＣをご使用の場合は、計測を停止して通常の解析モードを使用される事を強く推奨いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  リアルタイム解析の操作方法は、解析と同じですので６．解析をご覧ください。 

  

 
画面上部のタイトルにリアルタイム解析モードと表示されます。 

  データ更新ボタンによって現在キャプチャ中のデータをリアルタイムに取り込んで解析が可能です 

 

  

 リアルタイム解析モード表示 データ更新ボタン 

リアルタイム解析の方法は、計測中に任意のログデータをク

リックするとそのログデータをリアルタイムに開いて解析が可

能です。その場合、バックグランドで計測を中断することなく

計測が可能です。 

青色のバーの表示幅がリアルタイム解析処理時のＰＣの処理能力を示

しています。青色のバーが常時３０％以上を占める様な状態では余裕

が無い事を示しています。その場合 ご使用のＰＣではリアルタイム解

析を中止して通常の解析モードをご使用ください。  
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６．解析モード 

  
６－１．解析する  

   

計測中に計測開始ボタンを再度クリックすると計測停止して画面タイトルが解析モードの表示になりま

す。キャプチャした先頭のデータが表示され解析に必要な機能が表示されます。ここで任意にログデータ

リストをクリックすると任意のログデータを表示します。下記に解析モードの表示例を示します。 

 

 

 

   

  

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

  

 

 

 

  (1)ログデータリスト 

 

     ハードディスクに保存された自動保存ファイル毎のステータスを表示しています。 

     計測で生成したログ情報を基に作成され保存されます。 

      このログデータをクリックすると解析モードの画面が開きます。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(３)パケットデータ

検索条件入力 

(５)翻訳表示 

(８)パケットのデ

ータ量を表示 

(９)ネットワークのイ

ベントを表示 

(６)過去ログデータ

表示／非表示選択 

(７)バイナリ表示／

非表示選択 

(２)メッセージ検索 (４)表示フィルタ

設定 

ログデータのファイル名

です。 

 

バーストが何回発生し

たか表示 

FBE-ACK メッセージ回

数表示 

FBE に対して無応答が

何回発生したか表示 

未定義メセージが何回発

生したか表示 

トークンタイムアウトが

何回発生したか表示 

CRC エラーが何回発生

したか表示 

PAC-ACK メッセージ

回数表示 

FBE-NAK メッセージ回

数表示 

このファイル生成の開始から終

了までの時間を表示 

(１0)メニュー表示 

翻 訳 画 面 の 行 番

号表示 

(１)ログデータリスト 
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  また ログデータの上部に表示されるアイコンは、キャプチャしたデータのステータスに応じて背

景色が色分けされて識別しやすくなっています。このアイコンはステータスごとにログデータを選

択するフィルタとして機能します。中の数値は、ファイルの数を示します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (２)メッセージ検索 

 

    メッセージ検索は、今 開いているファイルを対象にメッセージ検索して表示します。 

    検索対象は、ＩＴＴ、ＦＢＥ、ＰＡＣ、ＡＣＫ、ＮＡＫ、再構築終了がありそれぞれ上下方向に検索

    が可能です。また ＦＢＥ、ＰＡＣの応答に対する組み合わせ検索も可能です。下記にＰＡＣ－ＡＣ

    Ｋの組み合わせ検索例を表示します。パケット検索とは検索される範囲が違う事に注意して下さい。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

す べ て の ロ

グを表示 

正 常 な ロ グ

を表示 

警告データ

を 含 む ロ グ

を表示 

異常データ

を 含 む ロ グ

を表示 

検索一致デ

ータを含む

ログを表示 

ＰＡＣ－ＡＣＫの組み合わせ検索 検索方向を指定する矢印 検索されたメッセージ 
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  (３)パケットデータ検索条件入力 

 

    パケットデータ検索は、すべてのログデータファイルを対象にしてＳＩＤ、ＤＩＤ、オフセット値を

    指定してパケットデータを検索します。メッセージ検索とは検索される範囲が違う事に注意して下さ

    い。オフセット指定は、パケットデータの先頭の何番目から比較するかを指定します。 

    データ指定は、Don’t care ＊＊ が使用可能です。 

     

  下記に表示例を示します。 

 

 

 

  

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ①ＳＩＤ＝０５ 

    パケットヘッダー部のＳＩＤを１６進数２桁で指定します。  

 

   ②ＤＩＤ＝０２ 

    パケットヘッダー部のＤＩＤを１６進数２桁で指定します。 

 

   ③オフセット指定＝０ 

    パケットデータ先頭からのオフセット量を１０進数３桁で指定します。 

 

   ④データ指定＝００ ＊＊ ０２ ０３ 

    パケットデータを１６進数２桁で指定します。＊＊は、比較無し。 

 

   ⑤桁位置 

    下向き矢印をクリックすると今まで入力したパケットデータ入力履歴が表示されます。 

    分数表示は、パケットデータを設定する際の入力位置を表示しています。 

    パケットデータ検索実行時は、表示行／検索して一致した行数を表示しています。 

    

   ⑥スクロールバー 

    検索方向を上下に制御します。 

 

   ⑦他のログデータファイルにも一致したデータが有ります。 

    今 開いているログデータ以外にも一致したログデータファイルが有ります。 

①SID=05 ②DID=02 ③オフセット指定=0 ④データ指定=00  **  02  03 

⑧一致したパケットデータ

は緑色下線で表示 

⑨一致したデータが有る

場所をマーカー表示 

⑦他のログデータファイルに

も一致したデータが有ります 

⑤桁位置 ⑥スクロールバー 
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   ⑧一致したパケットデータは緑色下線で表示 

    検索した結果 パケットデータに一致したデータ部分には緑色下線で表示します。 

 

   ⑨一致したデータが有る場所をマーカー表示 

     今 開いているファイルに一致したデータが有る場所を緑色下線でマーカー表示します。 

 

  (４)表示フィルタ設定 

 

    表示フィルタは、今 開いているファイルが対象になります。下記は、メッセージでＰＡＣを選択し

    た表示例でパケットデータのみ表示しています。 

    表示フィルタは、他にＳＩＤ、ＤＩＤ、レングス、ＡＣＫ／ＮＡＫ、マークを指定すると強力な絞り

    こみ表示で的確なデータを表示する事が可能です。 

    表示フィルタ設定の強調表示は、使用出来るパラメータを示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (５)翻訳表示 

 

    自動保存したデータを翻訳して表示します。それぞれの翻訳データには付加情報と制御情報があり 

      ます。○に示された機能を番号順に説明します。 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

①通信エラー、検索時に一致があ

ればブックマークを表示します  

⑪通信エラー、検索一致があ

ればブックマーク表示 

⑧タイムスタンプ選択 

②メッセージ翻訳表示 

③ＩＤ値表示 

④パケットレングス表示 

⑤パケット電文表示 

⑥ASCII 表示 

⑦ACK/NAK 表示 ⑨繰り返し表示 

⑩行番号表示 

ＰＡＣを選択 パケットデータのみ表示 
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     ①通信エラー、検索時にブックマーク表示 

      表示範囲内に通信エラー、検索一致が検出された場合 ブックマークを表示します。 

    

      ②メッセージ翻訳表示 

      ＡＲＣＮＥＴのメッセージを翻訳表示。未定義コードを受信した場合は未定義と表示します。 

 

     ③ＩＤ値表示 

 各々のメッセージのＩＤ値を表示します。 

 

     ④パケットレングス値表示 

      パケットデータの大きさを示すレングス値を表示します。 

 

     ⑤パケット電文表示 

  パケット電文の内容を表示します。 

 

     ⑥ASCII 表示 

 パケット電文の内容を ASCII キャラクタで表示します。 

 

     ⑦ACK/NAK 表示 

      FBE、PAC に対する応答メッセージを表示します。 

 

⑧タイムスタンプ選択 

          メッセージ受信時の時間情報を表示します。相対表示例の使用方法を示します。 

マウスで一点目、二点目と時間情報をクリックすると下記に示すように時間差が表示されます。

これ以外の時間表示形式は、直接表示されますので操作の必要はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

   また通常表示、インターバル表示、実時間表示は、下記の時間表示例をご覧ください。 

       

       ◆タイムスタンプ表示は、カウンター値をそのまま表示しています。 

       ◆インターバル表示は、メッセージ間の差として表示しますので処理時間測定に最適です。 

   ◆実時間表示は、カレンダーと連動していますのでシステム監視等に最適です。 

相対表示例は、一点目赤色で示された相対値

と二点目の青色で示された基準時間の差が表

示されます。 

相対表示値は、演算されて絶

対値としてここに表示されます 
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     ⑨繰り返し表示 

      ITT,NAK の連続を省略して翻訳表示を見易くするため回数を表示します。  

 

     ⑩行番号表示 

      メッセージ毎に行番号を表示します。 

 

     ⑪通信エラーを示すブックマーク表示 

ファイル内に通信異常(バースト発生、再構築発生、CRC 異常等)発生時ブックマークを表示しま

す。   

   

 

 

  (６)過去ログデータ表示／非表示選択 

     

計測開始毎に新規ログデータとして新しいファイル名で保存されますので設定した最大ログファイル

数を超えない限り過去のログデータは常に参照が可能です。参照したいファイル名をクリックすると

収集したデータを表示します。ただし 最大ログファイル数を超えた場合は古い順に上書きされます

のでご注意ください。大事なデータは、別名で保存してください。 
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  (７)バイナリ表示／非表示選択 

 

    バイナリ表示は、キャプチャしたデータをバイナリ値で表示します。回線上の生データに等しく翻訳

    表示では確認出来ない冗長なデータの表示が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

    

バイナリ表示を参照される場合のデータの表示形式を示します。 タイマー情報は、10 進数表記で

す。メッセージは、下記の形式で表示されます。 

 

 

◆ＩＴＴ    ◆ＦＢＥ 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

◆ＡＣＫ    ◆ＮＡＫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②翻訳表示で PAC を選択するとバイナリ表

示と連動してデータを指示します 

③翻訳表示の位置とバイナリ表示の

位置が同期してオレンジ色の下線部

で表示されます。先頭部分はタイマ

ー情報部の生データです。 

①バイナリ表示選択 アドレスが 1F まで見えるように横幅を

広げるようにドラッグするとアドレスが１

６進表記で見易くなります。 

タイマー情報 

メッセージ=ITT 

NID 

NID 

タイマー情報 

メッセージ=FBE 

DID 

DID 

メッセージ=ACK 

タイマー情報 

メッセージ=NAK 

タイマー情報 
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◆ＰＡＣ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ◆ＰＡＣとＡＣＫの実際の表示例 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  (８)パケットのデータ量と回線利用率を表示 

 

    パケットのトラフィック量を直近のグラフと経過グラフで表示します。また 秒間当たりの最大値、

    最小値、平均値、現在値、回線利用率を数値で示します。回線利用率とは、アークネットはリンク確

    立を維持する上でトークンがほとんど占めています。回線利用率は秒間当たりのパケットデータの占

    有率を示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

直近のパケット量 このマークをクリックするとその時点

でのログデータを表示します 
経過パケット量 

タイマー情報 

メッセージ=PAC 

SID 

DID 

DID 

レングス 

これ以降はデータ部＋ＣＲＣです。 

タイマー10 進数表示 

PAC 

SID 

DID DID 

レングス 

データ CRC 

タイマー10 進数表示 

ACK 
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(９)ネットワークのイベントを表示 

 

    本機は、計測中ハードウェアレベルで監視しています。監視システムからの不具合メッセージをオペ

    レータに知らせる事によって直接的な不具合原因をこのイベントリストから知る事が可能です。 

    下記の表示例で分かる事は、 

 

    １．ノードＩＤ＝３がトークンを出さなくなりました。 

    ２．残りのノードだけで再構築を開始してリンク確立が完了しました。 

    ３．ノードＩＤ＝３は、自身のタイムアウトによりバースト信号を発生しました。 

    ４．ノードＩＤ＝３を含めて再構築を開始してリンク確立が完了しました。 

 

    この事からノードＩＤ＝３が不具合の原因と分かります。 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    また 本機には、不具合発生時 自動的に波形ファイルが生成されます。このファイルを開いて波形

    を観測して不具合要因の推定を行う事も可能です。またシステムは、物理層不具合解析の参考として

    ヒントを表示します。 

   

 

 

 

 

  

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

波形ファイルは、クリッ

クで開きます。 

③詳細に見るとノードＩＤ＝２が出したトークンに

対してその後ろには波形がありません。 

②ノードＩＤ＝３がトークンを出していない 

①ノードＩＤ＝２が出したトークンに対して 

④ノードＩＤ＝２が出したトークンＩＴＴのＮＩＤ＝３です 

⑤ヒントを表示しています 
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    波形ファイルが生成されています。波形ファイルを開いて観測した結果トークンが途切れているのが

    確認出来ます。トークンは、正常時、接続されているノード間を途切れる事無く一定周期で巡るＩＴ

    Ｔメッセージです。これが途切れている場合は物理層の不具合と判断出来ます。 

 

    詳細は、オシロスコープの使い方をご覧ください。 

 

 

 

   

 

 

  



30 

 

  (10)メニュー表示 
 

    このメニューは、解析に関するメニューを説明しています。 

 

 

    ファイル（Ｆ） 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

① 解析を行います。（Ｗ） 

 必要に応じて複数の解析画面を同時に開く事が可能ですが同時に開く事が出来る解析画面

は、搭載メモリ量に依存します。     

     

       ②ファイルを開きます。（Ｏ） 

    ファイルを開きます。 

 

   ③ログデータに名前を付けて保存します。（Ｓ） 

    計測情報すべて含めて保存するか、通信データのみを保存するか選択出来ます。 

     

     ☆計測情報すべて含めて保存 

通信データ、イベント情報、ノードマップ履歴、波形情報、ビットレートをバイナリ保

存します。 

      

     ☆通信データのみを保存 

      通信データのみをバイナリ保存します。 

 

   ④ログデータをＣＳＶ形式で保存します。（Ｃ） 

    表計算ソフトを利用してログデータを参照するためＣＳＶ形式で保存する事が可能です。 

     

 

   ⑤ログデータを印刷します。（Ｐ） 

    プリンターの設定とフォントサイズの指定、そして印刷する範囲を指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ⑥システム終了します。（Ｘ） 

    計測を終了して＜Ｗｉｎｄｏｗｓ＞に戻ります。 

①解析を行います。 

②ファイルを開きます 

⑥システムを終了します 

③ログデータに名前を付けて保存します。 

④ログデータをＣＳＶ形式で保存します。 

⑤ログデータを印刷します 
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  表示(D) 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ①ログデータリストを表示します。 

    ログデータリストの表示・非表示を選択します。 

 

   ②ソフトウェアフィルタを表示します。 

    ソフトウェアフィルタの表示・非表示を選択します。 

  

② メインビューを開きます。 

パケットデータ解析に用いられるサブコマンドです。タイムスタンプ表示は局面に合ったタ

イムスタンプの表示形式を設定します。 

       

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

  

     ①レングス表示 

       ＣＯＵＮＴ/レングスの表示形式を選択します。 

   

    ☆ＣＯＵＮＴ ＝ ＡＲＣＮＥＴに準拠した計算式に基づく表記 

    ☆レングス  ＝ パケットレングスを 10 進数表記 

 

     ②ＰＡＣデータスクロール表示 

        パケットデータをスクロール表示します。  

 

   

 

 

 

 

         

①ログデータリストを表示します 

③メインビューを開きます 

②ソフトウェアフィルタを表示します 

⑤設定を表示します 

⑥計測情報を表示します 

⑧イベントリストを表示します 

⑨選択された情報を全画面表示します 

⑩ノードマップ履歴を表示します 

④シーケンスチャートを表示します 

①レングス表示 

②PAC データスクロール表示 

③タイムスタンプ表示 

⑦バイナリデータを表示します 
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③タイムスタンプ表示 

         メッセージ受信時の時間情報を表示します。通常表示、インターバル表示、相対時

     間表示時間表示があります。 

      

       ◆タイムスタンプ表示は、カウンター値をそのまま表示しています。 

       ◆インターバル表示は、直前のメッセージ間の差として表示します。  

       ◆相対時間表示は、指定したメッセージ間の差として表示します。 

       ◆実時間表示は、カレンダーと連動していますのでシステム監視等に最適です。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

           

      

   ④シーケンスチャートを表示します。 

    翻訳画面の右側にシーケンスチャートの表示・非表示を選択します。 

 

   ⑤設定を表示します。 

    設定の表示・非表示を選択します。 

 

   ⑥計測情報を表示します。 

    計測情報の表示・非表示を選択して翻訳表示等を広く表示します。 

 

   ⑦バイナリ情報を表示します。 

    計測情報を非表示にしてバイナリ情報の表示・非表示を選択します。 

 

   ⑧イベントリストを表示します。 

    イベントリストの表示・非表示を選択して計測情報大きく表示します。 

 

   ⑨全画面情報を表示します。 

    翻訳表示、マップ表示、グラフ表示、波形表示を全画面表示と通常表示に選択します。 

 

   ⑩ノードマップ履歴を表示します。 

 計測開始から計測終了までのノードの加入・離脱の遷移をバー型のマップ形式で時間情報

と共に表示します。 

 

 ウィンドウ(Ｗ) 

 

    画面をデフォルトサイズに戻します。 

 

 

 ヘルプ(H) 

 

 

 

 

 

 

 

   ①ヘルプを表示します。 

   本書 取扱説明書が表示されます。 

 

   ②バージョン情報を表示します。 

    本機のバージョン情報弊社のホームページのリンク情報が表示されます。 

①ヘルプを表示します 

②バージョン情報を表示します 
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 ６－２．翻訳モードでパケットデータ全体表示 

   

  翻訳画面でパケットデータをクリックするとポップアップでデータ表示、データ検索を選択するポップア

  ップ画面が出ます。データ表示を選択すると選んだパケットデータを別のポップアップ画面にパケットデ

  ータ全体を表示する事が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データ表示をクリックするとパケット全体表示に

なりパケット全体を把握しやすくなります。 

パケット全体をポップ

アップ表示する 
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 ６－３．翻訳モードでパケットデータ全体検索表示 

   

  翻訳画面でパケットデータをクリックするとポップアップでデータ表示、データ検索を選択するポップア

  ップ画面が出ます。データ検索を選択するとパケットデータと同じデータが有るか？ハードディスクに保

  存されたパケットデータ全体を検索して一致するログデータを表示する事が可能です。  

 

 

 

 

データ検索をクリックするとクリックしたパケット

データと一致したデータでログデータリスト全

体を検索する事が可能です 

同一ファイル内も検索して 

一致していればブックマー

ク表示します 

ログデータリスト内を検索して一致したパ

ケットデータが有った場合 そのログデー

タリストにメッセージを表示します 
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７．トリガ 

 
 ７－１．トリガを設定する 

  

  本機は、トラフィックデータの中から特定のパケットデータをリアルタイムに検出するためのトリガ機能

  を有しています。内部２チャンネル、外部トリガ入力１チャンネルを有しています。 

 

  内部２チャンネルは、ＯＲ条件、ＡＮＤ条件、シーケンス条件を選択する事が可能です。シーケンス条件

  とは、トリガ１を検出した後トリガ２を検出した場合、トリガが発生します。 

 

外部トリガ入力は、他の計測器からの出力信号を本機の入力信号として利用する事によって他の計測器と

の連携が可能です。トリガ入力信号の電気的条件は本書最後部に記載の一般仕様をご覧ください。 

 

トリガ条件成立によって計測を停止する場合は、設定の計測終了条件でトリガ検出時を選択してくださ

い。 

  トリガ条件成立によって計測を停止せずパケット特定パターン検出する目的の場合 設定不要です。その

  際は、イベントリストに‘トリガ検出しました’のイベントメッセージを表示します。 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

  

 下記にイベントリストにトリガ条件が成立して計測を停止した例を示します。 

 

  

 

 

トリガ条件成立で計測終

了のイベントを表示 
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  トリガで計測を停止しない設定の場合 イベントリストのトリガの検出を示すメッセージか？トリガの動

  作を示すトリガ情報によって動作状態を確認する事も可能です。トリガが発生しても計測は継続しますの

  で、ある特定のパケットデータパターンを検出する監視システム等に使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

   

トリガ条件成立でイベント表示 

されました。イベントをクリックす

るとトリガ条件が成立した場所

へジャンプします。 

トリガ情報を表示していま

す。緑のチェックマークは、ト

リガが発生した事をしめして

います。 
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８．規格・仕様 
 

 ８－１．オシロスコープ機能仕様 

   
入力チャンネル数 1 チャンネル 

分解能 8 ビット 

利得制御 固定式 ただし 計測開始時に一回のみ要調整 

ゼロ調整 自動式 ただし 計測開始時に一回のみ要調整  

変換レート ボーレート適応自動式 最大 80Mbps 

レコード長 49125Byte 

変換方法 常時サンプリングによるリングバッファ蓄積 任意取り出し 

変換方式 遂時比較型 

時間換算記録時間 参考データとして 10Mbps アークネットのトークン換算で 80 個程度捕捉可能 

 

 ８－２．完全自動保存機能仕様 

 
保存メッセージ ITT,PAC,FBE,ACK,NAK アークネット準拠によるメッセージ 

保存媒体 ホスト PC の内蔵ハードディスク 

最大保存容量 最大 32GByte PC のハードディスクに充分な余裕を必要とします。 

保存時間参考値 転送速度 10Mbps トークンのみの場合 最大約 4 時間強で停止条件までリピート上書き 

自動保存動作モード リピートモード、設定値で停止モード、トリガ発生で停止モード、イベント発生で停止モード 

自動保存起動条件 計測開始で常にハードディスクに保存されます。 

ホストＰＣ条件 Windows 7 32Bit 64Bit 他の重いアプリケーションの同時動作は不可とします。 

自動保存運転監視 自動保存中 画面にステータス表示 

 

 

 ８－３．一般的仕様 

 
製品名 ArcScan 

型式 MCS-1000 

適合規格 ARCNET 準拠 

適合速度 自動速度認識機能付き 156.25Kbps,312.5Kbps,625Kbps,1.25Mbps,2.5Mbps,5.0Mbps,10.0Mbps  

データ記録方式 32 ビット長タイムスタンプ付加 制御コード同時書き込み方式 

キャプチャ容量 64MByte SDRAM 

ホスト間通信 USB 2.0 準拠 480Mbps 

タイムスタンプ分解能 32 ビット長 最小分解能 1uS 10uS 100uS 1mS 選択式 

タイムスタンプ表示形式 通常表示、インターバル表示、相対時間表示、実時間表示 

メッセージ表示形式 トランザクション単位／行 

表示メッセージの種類 ITT,PAC,FBE,ACK,NAK 

内部トリガ仕様 トリガ１、トリガ２ 各々のＯＲ条件 ＡＮＤ条件 シーケンス条件設定可能  

外部トリガ入力仕様 外部トリガ入力×1  ＴＴＬレベル負論理 幅 10uＳ以上 

印刷機能 編集後 オリジナル形式テキスト印刷 

ターゲット接続 COAX Type ×1 RJ-11 Type ×1 

制御ＰＣ接続 USB B Type ×1 

その他 拡張コネクタ 絶縁式外部トリガ入力×1  カスタマイズ時入出力信号×4 

表示装置 LED （電源：青） （RXD：緑） （BUSY：黄） （ERR：赤） 

電源 AC アダプターより給電 5V  2.0A 

外形寸法・重量 170mm (D)×150mm (W)×56mm (H)  530g 

ホストＰＣ DOS/V 準拠 

対応ＯＳ Windows10  32bit 版 64bit 版 Windows11 64bit 版 

付属品 USB ケーブル 2m×1、導入マニュアル、DSUB 9Pin コネクタ、保証書 AC アダプター 

 

 
 



38 

 

M and C System 
 

 
 

アークネットプロトコルアナライザー 
 

型名 ＭＣＳ－１０００ 
 

ArcScan 取扱説明書 
 

応用編 

 
オシロスコープの使い方とシーケンスチャートの使い方 

  

 
このたびは、弊社の製品をお買い上げいただき、ありがとうございます。 

製品をご使用前に本説明書をよくお読みいただき、正しくご使用ください。 

 

応用編では、オシロスコープの使い方とシーケンスチャートの使い方にについて 

詳しく説明しています。 

 

この説明書は、本体インストール時にシステムに自動的にインストールされます。 

操作方法がご不明な場合は、いつでもご覧いただけます。 

 

また この説明書は、ＰＤＦファイルとして保存されています。お客様が文書として 

必要ならば印刷することも可能です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エムアンドシーシステム 
https://arcnet-analyzer.com                    第 7版 2025 年 081 月 13 日 技術部 
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本機のオシロスコープ機能は、現場で最も厄介な物理層の不具合をプローブ等を接続する手間も 

無く、出来るだけ設定を自動化してどなたでも物理層の計測を行えるように設計されております。 

物理層の不具合発生時には、プロトコルの自動保存と共に物理層波形も自動的に保存されていま 

す。この取扱説明書を良くお読みになり、ご活用ください。 

 

各々の伝送線路に規定された終端抵抗で正しい表示になります。 

同軸線路ならば 50Ω、ツイストペア線路ならば 120Ω近辺でご使用ください。 

それ以外の場合は、各々の環境で別のオシロスコープを使用して相関を取ってご使用ください。 

 

またシーケンスチャート機能は、グラフィカルな表現と時系列を軸としたプロトコル解析によって 

物理層の不具合によって生じるリンク確立の崩壊とリンク確立するまでの煩雑なプロトコル遷移の 

解析をより容易にします。上記オシロスコープ機能と併せて不具合ノード解析にご活用ください。 

 

 

 １．オシロスコープの使い方 ［ＨＹＣ－５０００］ 

 

 

 ２．オシロスコープの使い方 ［ＲＳ－４８５］ 

 

 

 ３．シーケンスチャートの使い方 
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１．オシロスコープの使い方 ［ＨＹＣ－５０００］ 

 

 本機には、論理層と物理層との不具合切り分けの目的でオシロスコープ機能が組み込まれています。 

 ここでは、メディア・トランシーバーにＨＹＣ－５０００を使用した場合の計測例を示します。それでは、 

 実際に操作してセットアップから波形の分析まで行ってみましょう。 

 

 １－１．起動 

 

  計測中の画面でカメラのマークをクリックすると起動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 １－２．起動画面 

 
  オシロスコープが起動した直後の画面です。 

  ０点がずれているのをオフセット誤差と言います。これを修正する事をオフセット修整といいます。 

 

 

０点がずれているので位置を修正し

ないと正しい計測ができません。 

クリックするとオシロスコ

ープを起動します。 
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 １－３．オフセット修正の方法 

 

  オシロスコープを使用する際 システムセットアップ時に一度だけオフセット修整を行う必要がありま

す。 

  下記の指示に従って設定してください。        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    

 

        

 

   

 

 

①オフセット修正には 

これをクリックします。 

③自動調整 

 ＨＹＣ－５０００の場合 推奨します 

レンジ 

波形の上下がスライスされたような場合 適

当な大きさになるように調整します。スケー

ルは自動的に設定されます 

０Ｖの位置 

手動で調整する場合に使用しますが、基

本的には自動調整に任せてください。波

形歪が非常に大きい場合等 自動調整

が出来ない時 使用します。 

②オフセットのズレ 

これを修正します。 

④設定終了 

ｏｋ またはキャンセルをクリックします。 

システムが設定したメディア・トランシ

ーバーの名称が示されています 
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 １－４．オフセット調整後に再計測した画面 

 

  オフセット調整後に再計測した正しい画面を下記に示し表示方法を説明します。 

  本機の波形表示は、インデックス表示、ミックスド表示、メジャー表示の三段階です。 

 

 

 

 

 

インデックス表示 

オシロスコープのバッファメモリ内の全波形

を表示しています。ドラッグするとスクロール

出来ます。 

ミックスド表示 

インデックス表示の明るい表示領域をアナログ波形とロジック波

形、論理値、冗長部を含んだメッセージ翻訳を同時表示してい

ます。ドラッグするとスクロール出来ます 

メジャー表示 

ミックスド表示の明るい表示領域を詳

細に表示します。電圧振幅、周波

数、時間の計測はメジャー表示で行

います。 
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 １－５．波形の電圧を読み取る 

 

  電圧値を読み取るにはメジャー表示領域でマウスのドラッグ機能を使用します。 

  またメディア・トランシーバーがカスタム品で、出力電圧が大きい場合は、メジャー表示領域の上端部を

  マウスで上方にドラッグすると電圧スケールが±10V まで可変します。波形全体が見えるように調整して

  ください。電圧を読み取る場合の注意点として適切な終端抵抗で終端されていない場合誤差が生じます。 

   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

   

 

  

  電圧の直接読み取りの詳細

波形から電圧値を

読み取るには、波形

のピークからピーク

にマウスを置いて垂

直方向にドラッグす

ると選択範囲が表

示されますので正し

ければ そこでドラッ

グを止めれば数値

が固定されます。 

波形から＋側の電圧値を直

接読み取る。＋１６２５ｍＶ 

波形から－側の電圧値を直

接読み取る。－１５２５ｍＶ 

波形から＋側の電圧値を

読み取る。＋１６２５ｍＶ 

波形から－側の電圧値を

読み取る。－１５２５ｍＶ 

波形のＰ－Ｐ値を直接読

み取れます。 

波形が大きすぎる場合、メジャー表示領域の上方をドラッグして波形全体が見えるように調整する。 
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 １－６．波形の時間［周波数］を読み取る 

 

  時間［周波数］を読み取るにはマウスのドラッグ機能を使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  時間・周波数の読み取り詳細 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

波形から時間を読み取るには、波形の＋

ピークから－ピークにマウスを置いて水平

方向にドラッグすると選択範囲が表示さ

れますので正しければ そこでドラッグを

止めれば数値が固定されます。 

この場合100nsの時間を

読み取れます。  

10000KHz=10MHz の

周波数と読み取れます。 
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 １－７． 波形と論理値の関係を知る 

 
  本機のオシロスコープ機能は、伝送線路のアナログ波形とメディア・トランシーバーによるデータ復調後

  のデジタル波形と論理値 そしてメッセージ翻訳を表示することが可能です。実際に アナログ波形とデ

  ジタル波形 論理値 そしてメッセージ翻訳を観察してみましょう。 

   

   

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

下記の図は、上からアナログ波形、デジタル波形と論理値、翻訳されたデータの順に表示され

ます。この波形を観測する事によって伝送線路の不具合か、プロトコル層の不具合かの切り分

けが比較的簡単に可能になります。特にノイズ、反射による波形歪の場合 解析に威力を発揮

します。 

 

 

 

 

 

 

 

   
  上記 オシロスコープ波形の翻訳についての説明 

 

   ＡＬＥＲＴ・・・・・・・アラート メッセージ先頭に付加される冗長データ 

   ＰＲＥ・・・・・・・・・バイト同期信号 

   ＩＴＴ・・・・・・・・・トークンと呼ばれるメッセージ 

   ＮＩＤ・・・・・・・・・ＮＥＸＴ ＩＤトークンに付加されるノード識別データ 

   ＥＮＤＩＮＧ・・・・・・エンディングと呼ばれるフレームの終結のコード 

 

  この波形は、トークン信号と呼ばれるメッセージです。波形と論理値との関係を示します。 

 

  波形の変化の有る所が論理的に“１”になり 変化しない所は“０”になります。 

  通信用語では、ＲＺ形式と呼ばれます。 

 

 

 

この部分の波形とデジタル波形論理値を読

んでみる。  
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 １－８．波形歪を伴っている場合の表示例 

   

  これは、伝送線路に間違った終端抵抗の値を接続して意図的に不具合を発生させた例です。 

  ノード別波形モニター表示も通信回線信号も波形がおかしいのに気付かれたと思いますが、通信回線信号

  をもう少し詳しく見るために拡大して示します。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 １－９．適切な終端抵抗を使用した場合 

 

下記の波形は、同軸ケーブルのインピーダンス 50Ωのケーブルの両端に 50Ωの終端抵抗を接続した場合

の正常なトークン波形の例を示します。中心の０Ｖ付近ほぼ直線です。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 １－１０．不適切な終端抵抗を使用した場合 

 

  こちらの下記の波形は、同軸ケーブルのインピーダンス 50Ωのケーブルの両端に 93Ωの終端抵抗を接続

  した場合の異常なトークン波形の例を示します。中心の０Ｖ付近は振動しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  明らかに波形の乱れが見えて歪んでいる事がわかると思います。 

  これでも取りあえず正常に通信を行っていますが、非常に不安定な状態なので多少のノイズでも誤動作を

  引き起こします。この波形でも正常通信出来る理由は、伝送線路のメディア・トランシーバーのスレッシ

  ュホールド値が約０．８ボルトのためです。 
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  この状態で伝送ケ－ブルの長さを替えたり変更したり、ノードの追加・削除等の工事によっては、システ

  ムダウンの可能性があります。このようにネットワークは物理層を確認しないと論理層だけでは余裕を持

  って通信しているのか漠然としか分かりません。結論として必ず物理層を確認しましょう。  
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２．オシロスコープの使い方 ［ＲＳ－４８５］ 
 

 本機には、論理層と物理層との不具合切り分けの目的で高性能のオシロスコープ機能が組み込まれています。 

 ここでは、メディア・トランシーバーにＲＳ－４８５を使用した場合の計測例を示します。 

 誰でも簡単に使えるように必要最低限度の操作で伝送線路の波形を取り込む事ができます。 

 それでは、実際に操作して波形の分析まで行ってみましょう。 

 
 ２－１．起動 

 

  計測中の画面でカメラのマークをクリックすると起動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ２－２．起動画面 

 
  オシロスコープが起動した直後の画面です。 

  波形を計測し易い位置と大きさに設定します。これを正しい位置に修正しましょう。 

 

 

オフセットのズレ これを修正します。 
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 ２－３．オフセット修正の方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
  オフセット修正 

      

 

   

 

   

 

 

０点が修正されて振幅もバラ

ンス良く捉えられています。 

オフセ ッ ト修 正 には 

これをクリックします。 

自動調整 ＲＳ－４８５の場合は、手

動で調整 

レンジ 波形の振幅が上下共バラン

スするように適当な大きさになるよう

に調整します。スケールは、追従し

ます。 

RS-485 の場合 ０Ｖの位置が真ん中

に来るように手動で調整します。 

システムが設定したトランシーバーの

名称が示されています 
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 ２－４．オフセット調整後に再計測した画面 

 

   
インデックス表示 

オシロスコープのバッファメモリ

内の全波形を表示しています。 

ミックスド表示 

インデックス表示の明るい表示領域を

アナログ波形とロジック波形を同時表

示しています。 
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 ２－５．波形の電圧を読み取る 

 

  電圧値を読み取るにはメジャー表示領域でマウスのドラッグ機能を使用します。 

  

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

  電圧の読み取り詳細 

 

 

 

 

波形から電圧値を読み取るには、波形

のピークからピークにマウスを置い

て垂直方向にドラッグすると選択範

囲が表示されますので正しければ 

そこでドラッグを止めれば数値が固

定されます。 

波形から＋側の電圧値を読み

取る。＋２４２５ｍＶ 

波形から－側の電圧値を読

み取る。－２４５０ｍＶ 

波形から＋側の電圧値を読み

取る。＋２４２５ｍＶ 

波形から－側の電圧値を読

み取る。－２４５０ｍＶ 

波形のＰ－Ｐ値を直接読み

取れます。 
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 ２－６．波形の時間［周波数］を読み取る 

 

  時間［周波数］を読み取るにはマウスのドラッグ機能を使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  時間・周波数の読み取り詳細 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  RZ 形式の波形の時間は、伝送速度の倍になります。 

波形から時間を読み取るには、波形の＋ピークか

ら－ピークにマウスを置いて水平方向にドラッグ

すると選択範囲が表示されますので正しければ 

そこでドラッグを止めれば数値が固定されます。 

この場合50nsの時間を読み取れ

ます。  

この場合 20000KHz=20MHz の周

波数と読み取れます。  
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 ２－７． 波形と論理値の関係を知る 

 
  本機のオシロスコープ機能は、伝送線路のアナログ波形とメディアトランシーバーによるデータ復調後の

  デジタル波形と論理値 そしてメッセージ翻訳を表示することが可能です。実際に アナログ波形とデジ

  タル波形 論理値 そしてメッセージ翻訳を観察してみましょう。 

   

   

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 
  下記の図は、上からアナログ波形、デジタル波形と論理値、翻訳されたデータの順に表示されます。この

  波形を観測する事によって伝送線路の不具合か、プロトコル層の不具合かの切り分けが比較的簡単に可能

  になります。特にノイズ、反射による波形歪の場合 解析に威力を発揮します。 

 

 

 

 

 

 

 

   
  上記 オシロスコープ波形の翻訳についての説明 

 

   ＡＬＥＲＴ・・・・・・・アラート メッセージ先頭に付加される冗長データ 

   ＰＲＥ・・・・・・・・・バイト同期信号 

   ＩＴＴ・・・・・・・・・トークンと呼ばれるメッセージ 

   ＮＩＤ・・・・・・・・・ＮＥＸＴ ＩＤトークンに付加されるノード識別データ 

   ＥＮＤＩＮＧ・・・・・・エンディングと呼ばれるフレームの終結のコード 

 

  この波形は、トークン信号と呼ばれるメッセージです。波形と論理値との関係を示します。 

 

  波形の変化の有る所が論理的に“１”になり 変化しない所は“０”になります。 

  通信用語では、ＲＺ形式と呼ばれます。 

 

 

 

この部分の波形とデジタル波形論理値を読

んでみる。  
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 ２－８．波形歪を伴っている場合の表示例  

   

  ２－８．の波形と比較してみてください。これは、伝送線路に間違った終端抵抗の値を接続して意図的に

  不具合を発生させた例です。ノード別波形モニター表示も通信回線信号も波形がおかしいのに気付かれた

  と思いますが、通信回線信号をもう少し詳しく見るために拡大して示します。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 ２－９．適切な終端抵抗を使用した場合 

 

  下記の波形は、ツイストペアケーブルのインピーダンス 120Ωのケーブルの両端に 120Ωの終端抵抗を接 

  続した場合の正常なトークン波形の例を示します。０Ｖ付近ほぼ直線です。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 ２－１０．不適切な終端抵抗を使用した場合 

 

  こちらの下記の波形は、ツイストペアケーブルのインピーダンス 120Ωのケーブルに 75Ωの終端抵抗を接

  続した場合の異常なトークン波形の例を示します。全般に振幅が小さく歪があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

  明らかに波形の乱れが見えて歪んでいる事がわかると思います。 

  これでも取りあえず正常に通信を行っていますが、非常に不安定な状態なので多少のノイズでも誤動作を

  引き起こします。この波形でも正常通信出来る理由は、伝送線路のトランシーバーのスレッシュホールド

  値が 1 ボルト以上の余裕を持っているためです。 
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  この状態で伝送ケ－ブルの長さを変更したり、ノードの追加・削除等の工事によっては、システムダウン

  の可能性があります。このようにネットワークは物理層を確認しないと論理層だけでは余裕を持って通信

  しているのか漠然としか分かりません。結論として必ず物理層を確認しましょう。 

 

注意 RS-485 を用いる場合は、地電位差にご注意ください。地電位差が大きい場合本機が誤作

動したり、ネットワークシステムが不安定になる場合があります。その場合、ネットワークシ

ステムのシグナルグランドと本機の外部入出力コネクター9 ピンのシグナルグランドを接続し

てご使用ください。  
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３．シーケンスチャートの使い方 
 

 シーケンスチャートは、再構築発生の原因となるノード解析するツールです。 

 従来は、再構築が発生すると発生したトークン［ＩＴＴ］のノード番号を時系列に多くの時間を費やして調べていま

 したが、大量のトークンを目で追って解析するのが困難でした。本機は、その問題を解決しました。トークンをグラ

 フ化して簡単に割り出すことが可能になりました。 

 

 簡単な例として ノードＩＤ＝０３をネットワークから故意に離脱・参加を行いその挙動を見てみましょう。 

 

 ３－１．翻訳表示とシーケンスチャートの表示例 

  

  ノード離脱は、下記の図のような手順を踏んで離脱します。 

  ただし これはノードＩＤ値が連続しているため早い収束をしています。 

  物理層に詳しければこの程度の解析は可能ですが、物理層に詳しく無い方は、どうすれば良いか？ 

  次に説明するシーケンスチャートならば簡単に解析出来ます。メッセージ部の背景色がグレーの場合 異

  常を示しています。 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  物理層に詳しい方は、トークンの流れから現在どのノードに送信権が有ってどのように制御しているのか

  が分かりますが・・・・・・・・ 

 

 

  物理層に詳しくない方は、次に説明するシーケンスチャートが最適です。

①この時点ではまだノードＩＤ＝

０３は存在しています。 

③この時点ではノードＩＤ＝０３は離脱して存在しません。よっ

てこのネットワークは、ノードＩＤ＝０３を外してネットワーク

の再構築が完了したことになります。 

②ノードＩＤ＝０２からノードＩＤ＝０３にトークンを送ったが 

ノードＩＤ＝０３は故意にはずされたのでトークンを出せない。 

ノードＩＤ＝０２はトークンタイムアウトを発生する。トークンタイム

アウトによってＮＩＤをインクリメントしてノードＩＤ＝０４に変更

してトークンを出します。ノードＩＤ＝０４は正常に送信権を得て次の

ノードにトークンを渡すことができます。 

メッセージがグレーの場合 

異常を示しています。 
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 ３－２．シーケンスチャートで解析 

 

  上記翻訳表示では、単純に見えますが物理層レベルリンクを維持しているプロセスは、詳細に分析すると

  下記に示すようなシーケンスを辿っていることが分かります。番号順にご覧ください。 

  ネットワーク構築の様子が手に取るように理解できます。 

   

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ノードＩＤ 

②トークン送信方向  

この場合 ノードＩＤ＝０５か

らノードＩＤ＝０１へトークン

をわたしている。 正常な処理時間 

③丸印は送信権を持つ

のでトークンを渡され

たら次のノードへトー

クンを送ります。 

⑤グレーの丸印の先に丸印が表

示されていません。 

つまり このノードＩＤ＝３は

切り離されため存在しないので

送信権を得られません。 

異常な処理時間 

存在しないノードに

トークンを渡そうと

すると処理時間が長

くなる。これをトー

クンタイムアウトと

言います。 

④丸印は送信権を持

つのでトークンを渡

されたら次のノード

へトークンを送りま

す。こうしてネット

ークは、リンク確立

 

⑥ノードＩＤ＝０２は、ＮＩＤ

をインクリメントしてノードＩ

Ｄ＝０４に変更してトークンを

出します。 

⑦ノードＩＤ＝０２からノードＩ

Ｄ＝０４へのトークンは正常に受

け取られノードＩＤ＝０３は切り

離されて残りのノードでトークン

確立が完了しました。 

①トークン送信  

この場合 ノードＩＤ＝０４か

らノードＩＤ＝０５へトークン

をわたしている。 

このラインが実線な

らばネットワークに

参加しているノード

を表し破線ならば切

り離されているノー

ドを表しています。 

 

このラインが途中から実線から

破線に変化したことは、このノ

ード＝０３は切り離された事を

しめしています。 

通常 ノード＝００はネ

ットワークに参加する事

は有りませんので破線

で示されます。ただし 

一斉同報を行うネットワ

ークではノード＝００は

使用されます。 
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 ３－３．離脱したノードを簡単に調べるには 

   

  離脱したノードを簡単に見つけるには実線か、破線かで簡単に調べる事が可能です。 

  下記の図をご覧ください。上の赤枠内には、ノードＩＤ＝０３が有りますが、下の赤枠内にはノードＩＤ

  ＝０３のラインはグレーの点線になっています。ここが離脱したノードＩＤを示しています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ノードＩＤ＝０３のラインが点線になってい

る所から離脱していることが即座に判断が可

能です。 

トークンタイムアウトが発生している事でも

離脱したことが確認出来ます。 
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 ３－４．新たに参加したノードを簡単に調べるには、どこを見れば分かりますか？ 

   

  では 離脱したノードが新たに参加してリンク確立するまでの様子をシーケンスチャートで示します。 

   

  ３－４－１．バースト発生、そして再構築開始 

 

参加したノードは、自身が持つタイマーのタイムアウトでバースト信号を送出してネットワー

ク全体のリンク確立を破壊します。 

 

そして一番大きいノードＩＤ値 この場合はノードＩＤ＝０５ですが、自局ＩＤをインクリメ

ントしながら、トークンを送出し一致するノードを探します。その様子を下記に示します。 

 

 

 

  
  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ３－４－２．ノードＩＤ＝ＦＦまでインクリメントしてトークン送出のシーケンスチャートの表示 

 

   ノードＩＤ＝ＦＦまでインクリメントすると次はノードＩＤ＝００をセットしてインクリメン 

   ト行いトークン送出を繰り返しながらリンク確立を行います。 

 

 

 

  

  
   

 

 

 

 

ノードＩＤ＝０５からインクリメントを行い

一致するノード探す。 

バースト信号発生 

ノードＩＤ＝ＦＦになったので 

ノードＩＤ＝００に戻り再びインクリメントする。 

ノードＩＤ＝０３を含めてリンク確立が完了。 



60 

 

  ３－４－３．シーケンスチャートによる再構築の詳細説明と表示例 

 

新たに参加したノードは、ノードＩＤ＝０３だけですが、バースト送出ですべてのノードのリ

ンク確立を破壊して再構築するので下記の図のように最高位のノード＝０５が最初にタイムア

ウトを起こしてトークンを次々と出し始めました。①から順番に読んでいくと簡単に再構築が

理解できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このように再構築の原因ノードを特定するのに今まで大量のトークン信号をオペレータの目で 

 トレースしてノードを特定していましたが、シーケンスチャートを使用すると非常に簡単に分

かります。非常に大事な事は、送信権をどのノードが持っているかを知ることです。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

破線から実線への遷

移はこのノードが最

初にネットワークに

参加したことを示し

ています。 

⑥再構築が完了しました 

これは自局へのトークン

送出を示しています。 

トークンタイムアウトを起こしながらインクリメ

ントして順次トークンを送出しています。 

正常なタイマー値 

異常なタイマー値 

①ノード＝０５から０１へトークンを渡して０５は送信権を獲得 

②ノード＝０１から０２へトークンを渡して０１は送信権を獲得 

③ノード＝０２から０３へトークンを渡して０２は送信権を獲得 

④ノード＝０３から０４へトークンを渡して０３は送信権を獲得 

⑤ノード＝０４から０５へトークンを渡して０４は送信権を獲得 
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